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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電源電池を備え、所定時分ごとに温度を測定・記憶する第１の測温部と、
温度測定部を有するＩＣタグを備え、被検者である乳幼児の適所で測定可能な第２の測温
部と、
測定された体温情報を読取るＩＣタグ読み取り部と、
入力部と、
表示部と、
前記第２の測温部による体温の測定値を記憶する記憶部とを備え、
前記記憶部により記憶されている生体情報としての心拍数、呼吸数，体温をトレンド表示
するとともに、前記第１の測温部で予め測定された２４時間の体温データをトレンド記憶
しておき、前記第２の測温部で測定し、トレンド記憶した前記体温と比較表示するように
した乳幼児健康管理装置であって、
前記第１の測温部のＩＣタグは、コンピュータで読取り可能な記憶媒体であるＲＡＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ、温度変化に対してほぼリニアにアナログ出力し、小型化・ＩＣタグとの一体
化が可能で、３２～４２℃の間で温度分解能が０．０５℃である半導体型の温度センサで
あるＣ－ＭＯＳ温度センサを備え、
前記第２の測温部の前記ＩＣタグは、コンピュータで読取り可能な記憶媒体であるＲＡＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、温度変化に対してほぼリニアにアナログ出力し、小型化・ＩＣタグとの
一体化が可能で、３５～４２℃の間で温度分解能が０．０５℃である半導体型の温度セン
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サであるＣ－ＭＯＳ温度センサを備え、
前記第２の測温部で測定される前記体温は、１０～６０分毎に、生体を通過可能な周波数
の電磁波により前記ＩＣタグ読み取り部から前記乳幼児の体温情報を取得し、
前記体温が閾値の上限値である３７．５℃を越え、体温変化率が１℃／６０分を越えると
アラームを発生し、前記体温の測定間隔を前記１０～６０分よりも短くして測定し、
前記第２の測温部で測定される前記体温、前記心拍数、前記呼吸数を同時に１時間毎に前
記表示部にトレンド表示することを特徴とする乳幼児健康管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、乳幼児の就寝または横臥・仰臥等における心拍数、呼吸数、体動の大きさ、体
温等の生体データを測定して乳幼児の健康管理／監視する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、核家族，少子化により、乳幼児の育児にかかる母親の負担が極めて大きくなってき
ている。また、自宅などで乳幼児がインフルエンザ等の急激な発熱などがあってもその情
報が遅れて重篤となる場合がある。また、身体になんら特別な異常や病気もなく、それま
でまったく元気だった2歳未満の乳幼児が、事故や窒息ではなく、眠っている間になんの
前触れなく突然死亡に至る、ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）と呼ばれるものもある。
【０００３】
こうした状況下、負担を与えずに、健康状態を無侵襲、すなわち無拘束でかつ継続的に把
握する方法として、被検者の身体の下にエアマットを敷いて、そのエアマットに加わる圧
力変化に基づき被検者の心拍数、呼吸数、イビキ回数、寝返り回数等を測定する技術が提
案されている（特許文献１）。また、在宅で居ながらにして血圧、脈拍、体温等の情報を
日毎にチェックし、トレンド表示するホームドックシステムも提案されている（特許文献
２）。
【０００４】
しかしながら、血圧、脈拍、体温等のデータを測定の都度いちいち手動で入力し、送信す
る必要がある。また、温度センサと一体化されたＩＣタグにより、軸受の異常検査システ
ムが提案されている（特許文献３）。罹病している患者、特に乳幼児にあっては特に夜間
にインフルエンザ等の感染症による急な発熱があっても気づくのが遅れ、手遅れになる場
合がある。しかしながら、被検者（高齢者、加療中の患者、乳幼児）や被介護者に身体的
及び精神的負担を与えずに、生体の体温データを管理／監視する装置は未だ提案されてい
ない。
【特許文献１】特開２００２－５２０１０号公報
【特許文献２】特開２００３－５６２４７号公報
【特許文献３】特開２００５－３２２５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明の目的は、特に就寝または安静中（横臥・仰臥中等）の乳幼児の生体データを利用
した身体状態把握の信頼性を高めて、夜間でも乳幼児や母親による正確な状態把握が行え
る乳幼児の健康管理／監視装置を提供することにある。また、インフルエンザ，ＲＳ（Re
spiratory Syncytial）ウイルス感染症等による急な発熱、ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候
群）を未然に防ぐことが可能となる乳幼児の健康管理／監視装置を提供することにある。
また、嘔吐などで呼吸が停止してもすぐにアラームを発生可能な乳幼児の健康管理／監視
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記課題を解決するために、本発明の乳幼児健康管理装置は、電源電池を備え、所定時分
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ごとに温度を測定・記憶する第１の測温部と、温度測定部を有するＩＣタグを備え、被検
者である乳幼児の適所で測定可能な第２の測温部と、測定された体温情報を読取るＩＣタ
グ読み取り部と、入力部と、表示部と、前記第２の測温部による体温の測定値を記憶する
記憶部とを備え、前記記憶部により記憶されている生体情報としての心拍数、呼吸数，体
温をトレンド表示するとともに、前記第１の測温部で予め測定された２４時間の体温デー
タをトレンド記憶しておき、前記第２の測温部で測定し、トレンド記憶した前記体温と比
較表示するようにした乳幼児健康管理装置であって、前記第１の測温部のＩＣタグは、コ
ンピュータで読取り可能な記憶媒体であるＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、温度変化に対してほぼ
リニアにアナログ出力し、小型化・ＩＣタグとの一体化が可能で、３２～４２℃の間で温
度分解能が０．０５℃である半導体型の温度センサであるＣ－ＭＯＳ温度センサを備え、
前記第２の測温部の前記ＩＣタグは、コンピュータで読取り可能な記憶媒体であるＲＡＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、温度変化に対してほぼリニアにアナログ出力し、小型化・ＩＣタグとの
一体化が可能で、３５～４２℃の間で温度分解能が０．０５℃である半導体型の温度セン
サであるＣ－ＭＯＳ温度センサを備え、前記第２の測温部で測定される前記体温は、１０
～６０分毎に、生体を通過可能な周波数の電磁波により前記ＩＣタグ読み取り部から前記
乳幼児の体温情報を取得し、前記体温が閾値の上限値である３７．５℃を越え、体温変化
率が１℃／６０分を越えるとアラームを発生し、前記体温の測定間隔を前記１０～６０分
よりも短くして測定し、前記第２の測温部で測定される前記体温、前記心拍数、前記呼吸
数を同時に１時間毎に前記表示部にトレンド表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
本発明の乳幼児健康管理／監視装置によれば、乳幼児の体重等のトレンド情報、予防接種
等の情報とともに、風邪，インフルエンザ，ＲＳ（Respiratory Syncytial）ウイルス，
はしか等の感染症等による所定時間、例えば２４時間での体温変化が健常時とどのように
異なるかどうかを容易に比較でき、母子健康手帳機能も備えた乳幼児健康装置を提供する
ことにある。ここでいう母子健康手帳機能とは、出産時情報，健康記録、カウプ指数（身
長，体重の成長状態のモニタ），過去の投薬データ等が確認できる等の機能を意味する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
図１は、本発明の一実施例を示し、自宅等に設置したエアマットと乳幼児Ｐ及び携帯端末
による乳幼児健康管理／監視装置をシステムを示している。病院等でも同様の乳幼児健康
管理／監視装置が適用できる。図２は、端末装置のブロック図、図３は、温度測定部を有
するＩＣタグ（ＲＦＩＤ）及び温度測定部を有する電池内蔵ＩＣタグのブロック図である
。
【０００９】
図１において、自宅等の部屋，病室において、生体データ測定用専用エアマット２をベッ
ドや床（フローリング）の上に設置し、被検者である乳幼児Ｐが仰臥している状態である
。エアチューブ４を経てパソコンなどの機能を有する端末装置（不図示）とデータ測定用
専用エアマット２とを接続し、データ測定用専用エアマット２の圧力変化を端末装置に伝
達できるようにしている。ここで、５０は、携帯電話のような携帯端末である。
【００１０】
＜ＩＣタグの構成＞
図３において、１００は、外部からの通信信号を受けて作動するように構成された温度セ
ンサ付ＩＣタグ（ＲＦＩＤ）（第２の測温部）であり、合成樹脂などの筐体１００ａに実
装されている。通信を行なう周波数以外の電磁波を吸収する素材を合成樹脂内に含むよう
にして使用すると好都合である。１０１は、ＩＣタグ読み取り部３４からの信号を受け、
ロジック部１１０を所定のフローで動作させるプログラムが記憶され、コンピュータで読
取り可能な記憶媒体であるＲＡＭである。１０２はＥＥＰＲＯＭで、温度センサ１０６の
それぞれに対応するオフセット値，温度補正値などが記憶されている。また、体温情報も
記憶可能である。なお、ロジック部１１０は、より複雑な処理フローの制御が可能なＣＰ
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Ｕとしてもよい。
【００１１】
温度センサ１０６としては、温度変化に対してほぼリニアにアナログ出力し、小型化・Ｉ
Ｃタグとの一体化が可能で、３５～４２℃の間で温度分解能が０．０５℃である、半導体
型の温度センサであるＣ－ＭＯＳ温度センサが用いられる。１０３は、被介護者Ｐに設け
られた温度測定部を有するＩＣタグ（ＲＦＩＤ）１００の体温情報を取得するための送受
信回路、１０３ａはアンテナ、１０４は電源部である。この電源部１０４は、コイルを有
するアンテナ部１０３ａを介して、体温情報を読取られる時に温度測定部を有するＩＣタ
グ１００の各部に電源を供給する。１０７はＡ／Ｄ変換部であり、温度センサ１０６と発
振回路（不図示）で発生した体温信号をＡ／Ｄ変換するものである。ＩＣタグ１００は、
アンテナ１０３ａを含めて５ｍｍ×５ｍｍ、厚さ１．５ｍｍ程度の大きさである。なお、
ＩＣタグ１００は、生体を通過可能な周波数の電磁波での通信（送受信）可能なものであ
れば、どのような周波数でもよいが、好ましくは１３．５６ＭＨｚの電磁波で送信可能に
なっている。
【００１２】
体温情報もＥＥＰＲＯＭ１０２に記憶できるので、別のベッドや別の部屋に乳幼児Ｐを移
し換えても継続して体温情報を記憶できる。また、病院内等において間違った乳幼児Ｐの
情報を取得しないように乳幼児Ｐごとに識別番号（ＩＤ番号）を設け、アンテナ１０３ａ
から出力される信号を暗号化処理可能にしてセキュリティ機能を持たせることができる。
【００１３】
２００は、電池内蔵で、設定された時間（分）間隔で体温（温度）情報を最大３６０日記
憶できるように構成された温度センサ付ＩＣタグ（第１の測温部）である。この温度セン
サ付ＩＣタグ（第１の測温部）を乳幼児Ｐの適所に貼付けなどして健常時の所定期間、例
えば２４時間の体温を測定・記憶する。２０１は、ＩＣタグ読み取り部３４からの信号を
受け、ロジック部２１０を所定のフローで動作させるプログラムが記憶され、コンピュー
タで読取り可能な記憶媒体であるＲＡＭである。２０２はＥＥＰＲＯＭで、温度センサ２
０６のそれぞれに対応するオフセット値，温度補正値，測定時間，測定間隔等が記憶され
ている。また、体温情報も記憶可能である。なお、ロジック部２１０は、より複雑な処理
フローの制御が可能なＣＰＵとしてもよい。
【００１４】
＜電池内蔵ＩＣタグの構成＞
図３（ｃ）において、２０１は、ＩＣタグ読取り信号を受け、ロジック部２１０を所定の
フローで動作させるプログラムが記憶され、コンピュータで読取り可能な記憶媒体である
ＲＡＭである。２０２はＥＥＰＲＯＭで、温度センサ２０６のそれぞれに対応するオフセ
ット値，温度補正値などが記憶されている。また、測定された体温情報、乳幼児Ｐの情報
等も記憶可能である。なお、ロジック部２１０は、より複雑な処理フローの制御が可能な
ＣＰＵとしてもよい。
【００１５】
温度センサ２０６としては、温度変化に対してほぼリニアにアナログ出力し、小型化・Ｉ
Ｃタグとの一体化が可能で、３２～４２℃の間で温度分解能が０．０５℃である、半導体
型の温度センサであるＣ－ＭＯＳ温度センサが用いられる。２０３は、被検者である乳幼
児Ｐに設けられた温度測定部を有するＩＣタグ２００の体温情報を、信号線を介して送信
するための外部通信部、２０４は電源部、２０４ａは電源供給のための電池である。２０
７はＡ／Ｄ変換部であり、温度センサ２０６と発振回路（不図示）で発生した体温信号を
Ａ／Ｄ変換するものである。ＩＣタグ（第１の測温部）２００は、１０ｍｍΦ、厚さ１．
５ｍｍ程度の大きさである。外部通信部２０３から出力される信号を暗号化処理可能にし
てセキュリティ機能を持たせることができる。このＩＣタグ２００は、測定間隔にもよる
が測定間隔が１分で３日分程度、５分で２週間分程度、１０分で１ケ月分程度の体温測定
・記憶が可能となっている。測定間隔の設定は専用の書き込み装置で行なうか、端末装置
５の入力部４５や携帯端末５０の入力部１４で行い、接続端子１２ａ、外部送受信部２０
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３を介して、ＥＥＰＲＯＭ２０２に書き込まれる。
【００１６】
＜電池内蔵ＩＣタグによる体温情報取得＞
乳幼児Ｐは、まず、ＩＣタグ２００を備えた第１の測温部２を、身体の適所または、オム
ツの適所(外気温に影響されない内側等)に装着して所定期間（例えば、春季，夏季，秋季
，冬季の１週間、任意に選択した１日，２４時間分）測定・記憶し、ＥＥＰＲＯＭ２０２
に時刻とともに体温情報が記憶される。記憶された体温情報は、端末５の外部送信部３８
や携帯端末５０の外部通信部１２に接触させる等ことにより、記憶部４４，１５に記憶さ
れる。
【００１７】
＜監視システムの具体的構成＞
乳幼児Ｐは、生体データ測定用専用エアマット２の上でオムツ（パンツ）３００をはいて
いる。オムツ３００は、伸縮部材を備えた胴開口部２０１、伸縮部材を備えた脚開口部２
０２、吸収部材（不図示）からなり、温度測定部を有するＩＣタグ（ＲＦＩＤ）（第２の
測温部）１００をその内側に、吸収部材から離れた位置の適所に備える。なお、健常時の
体温データとして、温度測定部を有し、電池を内蔵するＩＣタグ（第１の測温部）２００
をＩＣタグ（第２の測温部）１００の近傍に設け、所定間隔（例えば１～５分毎）で所定
時間（例えば２４時間）測定し、ＥＥＰＲＯＭ２０２にトレンド記憶された体温データを
外部送信部３８に設けた読取り部（不図示）を外部通信部２０３に接触させて、記憶部４
４に記憶する。病院などで使用する場合は、乳幼児ＰのＩＤデータ（氏名、生年月日，性
別，血液型，病室Ｎｏ.等）と共に記憶する。オムツ３００は、パンツ状に限らず、他の
形状でもよい。また、オムツを布製にし、リユース可能にしてオムツカバーを用い、尿な
どで濡れない内側の適所に設けてもよい。温度測定部を有するＩＣタグ１００は、面ファ
スナー等を備える囲包部材で囲包し、着脱自在にしてもよい。
【００１８】
端末装置５には、圧力変化を検出する圧力センサと、その検出信号を処理して管理サイト
／医療サイト（不図示）へＬＡＮ等専用回線またはインターネット等の情報通信ネットワ
ーク（不図示）を介して伝送する制御監視装置が設けられている。
【００１９】
なお、温度測定部を有するＩＣタグ１００は、イヤホーンのような耳内挿入式にしたり、
体表面の任意箇所に貼付可能にして複数の箇所の体温情報を取得するようにしてもよい。
なお、この場合には、病室などで複数の乳幼児Ｐがいても、同時に体温情報の読取り可能
になる、アンチコリージョン型のＩＣタグを用いる。管理サイト／医療サイトにはサーバ
ー（データ処理装置）を設置し、乳幼児ＰのＩＤと関連付けして、生体情報の測定データ
の収集、集計、データ分析等を行うようにしてもよい。
【００２０】
　図２において、４０は、ＲＯＭ４２，ＲＡＭ４３などに記憶されたコンピュータ読み取
り可能なプログラム、所定の条件などに基づいて所定の処理フローを実行する制御部（Ｃ
ＰＵ）である。３６は表示部、４４は、検出された体温，心拍，呼吸などの生体情報を記
憶する記憶部である。２０は、微差圧センサ、２１は、絶対圧力センサで、エアマット２
の内部圧力をエアチューブ４を介して微差圧センサ２０と絶対圧力センサ２１に入力され
る。乳幼児Ｐの身体に起因する振動がエアマット２に伝達されるので、エアマット２の内
部圧力が変化する。微差圧センサ２０は圧力変動分を検出し、また、絶対圧力センサ２１
はエアマット２の内部圧力の絶対圧力を検出する。絶対圧力センサ２１は乳幼児Ｐがエア
マット２上にいるかを検出するために設けられている。
【００２１】
微差圧センサ２０としては、例えば、圧力の変化を受ける受圧面と対抗電極との間の静電
容量変化を検知して差圧を検出するコンデンサマイクロフォン型差圧計が用いられる。コ
ンデンサマイクロフォン型差圧計はエアマット２内部の微小な圧力変動を検出できる。
【００２２】
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微差圧センサ２０の検出信号は監視制御装置３０を構成するゲイン制御部３１に与えられ
る。ゲイン制御部３１は微差圧センサ２０の検出信号のレベルを所定範囲の信号レベルに
調整する。乳幼児Ｐの姿勢によってエアマット２に伝わる心拍や呼吸などの振動の強さが
異なるために、微差圧センサ２０の出力信号の強度（レベル）が異なる。ゲイン制御部３
１は姿勢によって異なる信号レベルを所定レベルの信号になるようにゲインを調整し、心
拍フィルタ３２、呼吸フィルタ３３に出力する。また、ゲイン制御部３１のゲイン値が姿
勢判別部３６に加えられる。ゲイン制御部３１によって所定レベルに変換された微差圧セ
ンサ２０の出力信号を心拍フィルタ３２、呼吸フィルタ３３に加えることにより、これら
心拍フィルタ３２、呼吸フィルタ３３から心拍信号、呼吸信号などの乳幼児Ｐの生体デー
タが得られる。心拍フィルタ３２、呼吸フィルタ３３から得られた乳幼児Ｐの生体データ
はＡ／Ｄ変換部３５でデジィタル信号に変換されデータ処理部３７に入力される。また、
被検者Ｐに装着されたオムツ２００の内側に装着された温度センサ付きＩＣタグ１００（
図１参照）から、温度情報をＩＣタグ読み取り部３４で間歇的（例えば５～３０分ごと）
に読み取る。ＩＣタグ読み取り部３４から所定の周波数、１３．５６ＭＨｚの電磁波を送
信し、その信号を、アンテナを介して温度センサ付きＩＣタグ１００が受け、温度センサ
１０６による温度(体温)情報(本実施例では、被検者である乳幼児Ｐの腹部付近の体温情
報)を温度センサ付きＩＣタグ１００から読取る。ＩＣタグ１００は、アンチコリュージ
ョン型を使用することにより、同時に温度情報を識別して読取れる。データ処理部３７は
入力した生体データの各種の演算処理を行い、乳幼児Ｐの状態を監視する。生体データの
各種の演算処理には、被検者Ｐの平常時の生体データとのパターン比較などが含まれる。
データ処理部３７は絶対圧力センサ２１がエアマット２上に乳幼児Ｐがいることを検出し
ているときに演算処理を実行する。
【００２３】
また、ゲイン制御部３１のゲイン値が姿勢判別部３６に加えられる。エアマット２の内部
圧力を検出する微差圧センサ２０の検出信号のレベルは乳幼児Ｐの横臥している姿勢によ
って異なるためゲイン制御部３１でゲイン調整する。
【００２４】
生体データは、差圧センサ（相対圧センサ）２０と絶対圧力センサ２１で捉えた信号の特
徴により、心拍数、呼吸数等を識別化する。例えば、心拍数と呼吸数は、フィルタ３２、
３３を通して正常範囲の周波数に分離する。Ａ／Ｄ変換部３５によりディジタル信号に変
換後にデータ処理部３７において高速フーリエ変換を施してピークスペクトルとなる基本
周波数を求め、それぞれを抽出する。
【００２５】
＜生体情報の処理フロー＞
生体情報の処理フローについて、図４に基づいて説明する。
エアマット２上に乳幼児Ｐがいる（横臥，仰臥状態）ことを条件の1つとして測定を開始
する（開始指示入力により測定開始するようにしてもよい）。設定された所定間隔、例え
ば、１０～６０分毎に、差圧センサ（相対圧センサ）２０と絶対圧力センサ２１で圧力信
号を取得（検出）する(ステップＳ１)。取得した圧力信号の特徴により、心拍数、呼吸数
等を識別化し、心拍数、呼吸数等を演算する（ステップＳ２）。１回の圧検出時間は、２
～５分程度である。また、体温情報は、設定された所定間隔、例えば、１０～６０分毎に
、乳幼児Ｐに装着されたＩＣタグ１００に対して、ＩＣタグ読み取り部３４から所定の周
波数、１３．５６ＭＨｚの電磁波を送信（送受信距離は、１０ｃｍ～１ｍ程度）し、その
信号と同期して得られる温度センサ１０６の体温情報を読取る。その信号と同期して得ら
れる温度センサ１０６の体温情報を読取る（ステップＳ３）。この生体情報は、記憶部４
４に記憶される(ステップＳ４)。この生体情報は閾値と比較される。例えば、体温の場合
、上限値が３７．５℃、下限値が３５．５℃としている。また、心拍は、例えば、上限値
が１２０拍／分、下限値が３０拍／分、呼吸数は、例えば、上限値が９０／分、下限値が
１０／分としている。これらの生体情報のうち少なくとも１つの情報が異常と判断される
と、アラームを発生させ（ステップＳ６）、管理サイト／医療サイトの担当医に報知する
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ようにしている。なお、担当医の携帯電話などに報知するようにしてもよい。異常と判断
された乳幼児Ｐの容体を確認後、必要に応じてリセット（ステップＳ７）する。必要がな
ければ、監視（測定）を終了する。異常がない場合は、必要に応じてステップＳ１に戻り
、測定終了の指示入力があるまで生体情報の測定を繰り返す。測定され、記憶部４４に記
憶される生体情報は、平均値、最大値、最小値、最多値を求めて、乳幼児ＰのＩＤととも
にそれらのデータも記憶部４４、サーバー（不図示）に記憶する。記憶部４４に記憶され
た、心拍数、呼吸数、体温等の生体情報は、図６に示すように表示部３６や表示部１１に
トレンド表示される。表示部３６，表示部１１では、心拍数、呼吸数、体温を同時に１時
間（６０分）毎にトレンド表示しているが、このうち１つまたは任意の組合せで表示可能
にしてもよい。また、解熱剤などの投薬データをメモ情報として、日時とともに入力部４
５または入力部１４で入力しておくことで、表示部３６，表示部１１の生体情報のトレン
ド表示と併せて表示可能となる。管理サイト／医療サイトの表示部（不図示）でも同様の
表示ができるようになっている。アラームを発生する判断の他の条件として、体温値が１
つの閾値、例えば、３７．５℃を越え、体温変化率（℃／分）が所定の値を超えた場合、
例えば１℃／６０分を越えた場合にアラームを発生させることもできる。また、例えば、
３９℃を所定時間、例えば３時間程度越えた場合にアラームを発生させることもできる。
この場合、体温値が１つの閾値、例えば、３７．５℃を越えると、測定間隔を当初の所定
間隔よりも短くなるように制御するようにしてもよい。
【００２６】
なお、圧力検出に基づく解析時間（所定時間）は２～５分間でなく、任意の時間に設定で
きる。解析時間は１就寝分のデータ解析に都合のよい時間でよく、また、１就寝分でなく
、所定の就寝時間内を設定することもできる。システムの規模、解析速度等により最適な
条件とする。データ処理部３７は、例えば、乳幼児Ｐの健康状態を次のような判断基準に
基づき判定する。
【００２７】
次に就寝中の異常監視と緊急通報について説明する。端末装置５のデータ処理部３７は、
所定時間（２～５分間）分の生体データを解析して心拍数、呼吸数等を算出し、また、Ｉ
Ｃタグからの温度情報から、これらが異常といえる既定値の範囲を越えた場合に体温値異
常、心拍数異常、呼吸数異常として表示装置へ表示するとともに、緊急通報として管理パ
ソコンに通報する。データ処理部３７は心拍数異常、呼吸数異常として表示装置へ表示す
ると共にブザーを鳴動させるようにする。データ処理部は、体動に関しては一定時間以上
続くと発作と認識して同様に表示とブザー応答を行い、情報通信ネットワークを介して管
理サイト／医療サイトの管理パソコンへ通報する。これを受けて管理サイト／医療サイト
の医師などの医療従事者が対処方法を情報通信ネットワークや電話、ＦＡＸなどでフィー
ドバックする。なお、呼吸検知は、上述の振動法によらず、気流検出法，呼吸音検出法に
より行い、呼吸数を演算したり、パルスオキシメータで行うようにしてもよい。　
【００２８】
端末装置５のほかに携帯端末５０により、上記生体情報を取得し、表示するようにすれば
介護者の負担が軽減できる。図１において、携帯端末５０は、端末装置５と同様に、表示
部１１、入力部１４、端末装置５やインターネット等の情報通信ネットワークと通信可能
な外部通信部１２、記憶部１５、コンピュータ読み取り可能なプログラム、所定の条件な
どが記憶されたＲＯＭ１６，ＲＡＭ１７、システム全体を処理する制御部（ＣＰＵ）１０
を備える。乳幼児Ｐの体温情報をＩＣタグ１００から直接読み取ったり、電池内蔵のＩＣ
タグ２００の体温情報を直接読み取るためにＩＣタグ読み取り部１３等を設けたり、光，
バイブレーター，音声等の報知手段を備えた報知部１９を備えておけば、母親等の負担が
軽減できる。
【００２９】
＜体温情報に基づく通常の健康管理＞
乳幼児ＰにＩＣタグ１００を設けたオムツ３００を着せた後、入力部１４，入力部４５ 
等で測定開始指示をするか、入力部１４，入力部４５などで測定開始時刻設定（時間設定
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）指示入力を行なうことにより、体温測定を開始する。体温情報は、入力部１４，入力部
４５で予めで設定入力された時間条件、例えば所定の温度上昇が確認できた時点等を基点
として、例えば５分後にＩＣタグ（第２の測温部）１００に対してＩＣタグ読み取り部１
３から１３．５６ＭＨｚの電磁波を送信（送受信距離は、１０ｃｍ～１ｍ程度）し、その
信号と同期して得られる温度センサ１０６の体温情報を読取る。測定されたこれらの体温
情報は、記憶部１５に記憶される。この体温情報は閾値と比較される。例えば、体温の場
合、上限値が３７．５℃、下限値が３５．５℃としている。体温情報が異常（測定中の異
常も含む）と判断されると、アラームを発生させる。測定終了するとブザー，バイブレー
タ，光，音声などで報知する。異常がある場合（例えば発熱時の基礎体温）は「発熱」と
表示部１１に表示させ、入力部１４でその旨のメモ入力し、記憶部１５に記憶させる。異
常の場合、必要に応じてリセットし(ステップＳ６) 、ステップＳ１に戻り、再度体温測
定を行なう。異常がない場合は、測定された体温を記憶し、体温測定を終了する。
【００３０】
記憶部１５に記憶された、体温，メモ入力等の情報は、表示部１１に所定期間、例えば３
０日で表示される。なお、バリオリズム演算・表示機能（後述）と併せて表示できるよう
にすれば、当日の体調が容易に確認できる（図８参照）。このような情報は、被検者Ｐの
ＩＤとともに、健康関連サービス業者のサーバーや主治医などの医療サイトのサーバーへ
暗号化してインターネット，専用ＬＡＮ等により送信し、必要に応じて主治医のコメント
等のアドバイスを受けるようにすることができる。
【００３１】
＜他の使用形態＞
本発明の乳幼児健康管理／監視装置は、通常の電子体温計として使用できる。この場合、
測温部１、ＩＣタグ１００、ＩＣタグ読み取り部３４は設ける必要はない。乳幼児Ｐの身
体の適所（腋下，オムツ等）に装着して所定時間（１～５分程度）体温測定すると体温情
報は、電池内蔵ＩＣタグ２００のＥＥＰＲＯＭ２０２に時刻とともに記憶される。記憶さ
れた体温情報は、端末装置５の所定位置に電池内蔵ＩＣタグ２００をセットするか接続端
子により、外部送信部２０３から外部通信部１８を経て記憶部１５に記憶される（読取り
開始スイッチ等を設けて読取り開始指示を行なうようにしてもよい）。記憶された体温情
報の最高値を測定された体温として表示部１１に表示する。
【００３２】
携帯端末５０と電池内蔵ＩＣタグ２００により、電子体温計として機能させることもでき
る。この場合も無線によるＩＣタグ読み取り部１３は設ける必要はない。乳幼児Ｐの身体
の適所（腋下，オムツ等）に装着して所定時間（１～５分程度）体温測定すると体温情報
は、電池内蔵ＩＣタグ２００のＥＥＰＲＯＭ２０２に時刻とともに記憶される。記憶され
た体温情報は、携帯端末５０に電池内蔵ＩＣタグ２００の読み取り部を設け、ＩＣタグ２
００をセットするか接続端子１２ａにより、外部送信部２０３から記憶部１５に記憶され
る（読取り開始スイッチ等を設けて読取り開始指示を行なうようにしてもよい）。記憶さ
れた体温情報の最高値を測定された体温として表示部１１に表示させる。

【００３３】
＜その他の機能・動作＞
その他の機能・動作を図５に基づき、以下に詳述する。
（1）時刻設定
　携帯端末５０に電池を挿入すると、不揮発性メモリであるＥＥＰＲＯＭ１６から、現在
の年・月・日・時及びそのサム値を含む必要なデータを読込む（ステップＳ６００）。電
池が挿入されている間は、不図示の工程にて、時計（タイマ）１４より１時間に１回、０
０分毎に信号が演算処理部１０に送られ、演算処理部１０は当該信号を受信したら、その
時点の年・月・日・時をＥＥＰＲＯＭ１６に書き込む（ステップＳ６０１）。
【００３４】
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　次に、読込んだ現在の年・月・日・時のサム値を計算し、読込んだサム値と等しいかを
確認する（ステップＳ６０２）。等しければそのままＳＬＥＥＰ状態に進む。等しくなけ
れば、読込んだ値が不正と判断し、エラーフラグＦＬＡＧｅｒｒをセット（＝１）する（
ステップＳ６０３）。
【００３５】
次に、電源スイッチが押されるまで、即ち電源がＯＮされるまでＳＬＥＥＰ状態で待機す
る（ステップＳ６０４、Ｓ６０５）。
【００３６】
電源スイッチにより電源がＯＮされたら、ＦＬＡＧｅｒｒを確認し、所定条件、たとえば
それが１以外だったら検温動作に移行する（ステップＳ６０８）。もし、ＦＬＡＧｅｒｒ
が１だったら、日時入力処理に移行する（ステップＳ６０７）。ここでは、日時の入力を
促す画面が表示され、使用者は画面に従い、現在年月日時分を入力する。別法として、Ｆ
ＬＡＧｅｒｒの値によらず、電池を挿入後、初回の電源ＯＮの場合は常に日時入力処理に
移行する方法も考えられる。その場合は、サム値及びサムチェックの機能は不要になる。
また、電波時計を備えることにより、サム値及びサムチェックの機能は不要になる。また
、投薬状況の確認，ミスなどを防止するために投薬メモを入力する時に、電波時計を備え
たほうが都合が良い。こうすることで、使用者による年・月・日・時・分の設定が速やか
で容易に行なえ、ＥＥＰＲＯＭの現在年月日時分が破損した場合でも、使用者自身で正し
い日付を速やかに行なえる。こうして、時計機能及びカレンダ－に基づくカレンダ－機能
により、設定された現在時刻が表示部１１に表示される。即ち、午前、午後を示すＡＭ，
ＰＭとともにその時の時刻が表示される一方、この時計機能による時間カウントが２４時
間経過する毎に日付が更新され、この日付はカレンダ－機能により表示部１１に表示され
る。尚、表示部１１に「年」を表示するようにしてもよい。
【００３７】
（2）体重等のトレンド表示機能
　端末装置５の入力部４５、端末５０の入力部１４で月・日と併せて測定された乳幼児Ｐ
の体重，身長をトレンド記憶し、表示する機能、予防接種等の記憶機能を備えることで母
子健康手帳の機能も備えている。図７は、体重，身長の変化を標準値、下限値、上限値，
カウプ指数等と併せて表示し容易に比較できるようになっている。　　
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の一実施例を示す図である。
【図２】本発明の実施例に係るブロック図である。
【図３】本発明の実施例に係る温度測定部を有するＩＣタグのブロック図である。
【図４】本発明の実施例に係る生体情報の取得処理フローを示す図である。
【図５】本発明の実施例に係る時刻設定の処理フローを示す図である。
【図６】本発明の実施例に係る表示例を示す図である。
【図７】本発明の実施例に係る表示例を示す図である。
【図８】本発明の実施例に係る表示例を示す図である。
【符号の説明】
【００３９】
２・・・エアマット、４・・・エアチューブ、５・・・端末装置、Ｐ・・・乳幼児、５０
・・・携帯端末、１００，２００・・・ＩＣタグ、１０１・・・ＲＡＭ、１０２・・・Ｅ
ＥＰＲＯＭ、１０３・・・送信受信回路、１０３ａ・・・アンテナ、１０６・・・温度セ
ンサ、２００・・・オムツ
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